
 

 

 

 
〜第 21 号須坂リーダーズクラブ会報〜 

 

☆2023 年度「リーダー養成研修会」活動報告 
SLC は、研修生(小学４～６年生)のリーダーシップを高めるために、体験活動を企画運営して

います。 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年度リーダー目標 

つなげよう つながろう！ 
〜ひろがるみんなのえがお〜 

第１回「みんな仲良し大作戦」６月４日 臥竜山公会堂 

・オリジナルのネーム缶バッジを作りました。 

・「自己紹介ゲーム」「ゆうえんち」などのレクをして、初めてあった人とも仲

良くなれました！ 

第２回「リーダークッキング」７月８日 そのさとホール 

・雨で残念ながら火おこしはできなかったのですが、みんなで楽しくぶんぶ

んごまを作ることができました！ 

・SLC が作った焼きそばをみんなで食べました。 

第３・４回「ミニ子どもフェスティバル」８月 26 日・９月３日 生涯学習センター 

・班のメンバーで相談して、友だちが楽しめるように、ゲームの企画をしまし

た。 

・企画したゲームを班のメンバーで協力して運営することができました！ 

第５回「すざか探検隊」１０月１４日 旧上高井郡役所 

・須坂のまちをグループで各ポイントをめざしてまわりました。 

・須坂に住んでいても知らなかった事があって、新しい発見ばかりでした！ 

・道路を歩く時に気をつけることなども改めて確認しました。 

第６回「ボッチャに挑戦！」１０月１４日 森上小学校体育館 

・ボッチャについて知り、声をかけ合いながらかんたんな試合をしました。 

・試合で困ったときは講師の先生「つっちー」を呼んで相談したり、チームで

話し合ったりして、仲が深まりました！ 

第７回「お楽しみ会」１１月２５日 臥龍山公会堂 

・研修生が自分たちでレクリエーションの企画・運営をしました。緊張しなが

らも堂々と発表することができました！ 

・オリジナルの小物入れも作りました。 

発行日：2024 年３月 

編集：あゆ・事務局 
SMILE 



☆三浦親善交流 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・須坂市の姉妹都市である神奈川県三浦市と、両市の子どもたちによる親善交流をしています。 

・SLC の役目は引率者として訪問団のみんなと行動したり、三浦市のみんなに楽しんでもらうた

めにキャンプファイヤーの企画をしたりします。 

・子どもたちに仲が深まったのはもちろん、リーダー同士も仲良くなりレクのやり方などお互

いのいいところを知るきっかけにもなりました！ 

・今年はコロナ禍があけて３年ぶりの交流でした。 

 

・今年度は８月１１日と１１月２６日に亀倉町に派遣活動に行ってきました。 

・町の子ども会役員さんたち が中心になってお楽しみ会が進められるよう

に、レクリエーションの企画・打ち合わせ・運営のお手伝いをさせていただ

きました。 

・行事を盛り上げ、参加者が楽しめるようにがんばっています！ 

SLCメンバー、365日募集中！！！ 
「ボランティアおもしろそう！」「子どもが好き！」「SLC やってみたい！」と思った人、まずは

見学にきてみませんか？！ お気軽にお問い合わせください！ 

問い合わせ先：須坂市教育委員会 子ども課 東庁舎 1階  

℡０２６−２４８−９０２６ Mail：slc-j@city.suzaka.nagano.jp 

 

 

☆派遣活動 

☆研修会 

・年に１回合宿を開催し、シニアリーダーから技術を学んでいます。中学生メンバ

ーはレクリエーションの進め方を学び、持ちネタならぬ、「持ちレク」ができまし

た！高校生メンバーは KJ 法を使って SLC の未来について考えました。それぞれ

が「どんなリーダーになりたいのか」を発表し、「今の自分はどんなリーダーで、

何が足りないのか」を考え合いました。先輩の姿を見本にしながら、自分でもど

うすれば解決できるのかを発見できたので、これからの活動に対する意欲がモリ

モリわいてきました💪 毎年メンバーが楽しみにしている研修会の一つです！ 
 

・第２回の研修会では、学年に関係なく仲良くなろう！ということで大運動会を開

催しました。当日は、二つのグループに分かれて競技しました。メンバーの強み

を活かした作戦を立てる中で、普段話すことのない人ともかかわることができま

した！楽しく競い合い、みんな笑顔で終わることができました！ 

☆定例会 

・リーダー養成研修会の企画を立案しています。それぞれが企画について見て、感

じたこと、思ったことを出し合いながらよりよい企画を作っています。当日の

流れを共有して自分の動きを確認したり、総括の悩みを解決して研修生が楽し

めるように工夫したりしています。 


